
慣性の法則

例１ 例２ 例３

バスが急停車したとき

乗客は前に進み続けよ

うとする
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力のおよぼし合い
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物体は 外から力を加えない かぎり，静止しているときはいつまでも

静止 し続けようとし，運動しているときはいつまでも 等速直線運動

を続けようとする。これを 慣性の法則 といい，物体のもつこのよう

な性質を 慣性 という。すべての物体は 慣性 をもつ。

静止していた

物体は，静止

し続ける！

ある物体Ａがほかの物体Ｂに力を加えるとき，物体Ａは物体Ｂから力を受ける。このとき

物体Ａが物体Ｂに加える力を作用，物体Ｂが物体Ａにおよぼす力を反作用という。

作用と反作用の大きさは等しく，同一線上にあり，向きは反対である。

作用があれば必ず反作用がある。これを作用・反作用の法則という。

Ａ君が壁
を押す力

Ａ君が壁か
ら受ける力

Ａ君は反対

向きに移動

Ｂ君がＡ君
を押す力

Ｂ君がＡ君か
ら受ける力

お互いが反対

の向きに移動

２つの物体の間に力がはたらくとき，互いに向きが反対で大きさの等しい力

が にはたらく！

オ

中３理科１ＮＯ１６


